




どのSNSを活用することでコミュニケー

ション強化を図っている。ブログでは店舗

からイベント告知などの情報提供を行うほ

か、「目指せグランプリ！並べるのは僕だ！」

と題するカテゴリーを設置。メーカー主催

のディスプレイコンテストにチャレンジし

ていく過程や結果を、楽しく紹介している。

 「ブログやフェイスブックで、『陳列がで

きた』や『賞をいただいた』などと発信する

と、お客さまが“今度見

に行きます”や“よかっ

たですね”などとコメン

トを付けてくれます。

ディスプレイコンテスト

への参加も、こういうか

たちで少しでもお客さま

とのコミュニケーション

に役立てることができ

れば何よりだと思って

います」（牧ヶ野店長）

　これまで同店では、季

節催事のスケジュールの

合間をぬって、年に３～

４回ほどコンテストに参

加してきたが、牧ヶ野店

長は、今回の受賞を機会

にもっと多くのコンテストにチャレンジして

みたいと言う。

　日清シスコのコンテストに第１回から参

加してきた駿河屋古川店は、第４回目の

今回、ついに念願のグランプリを獲得し

た。同店の牧ヶ野芳男店長は、「自分でも

毎朝『ごろっとグラノーラ』を食べるほど

好きな商品なので思い入れがありました

が、賞をいただけて大

変うれしいです」と言う。

　今回の陳列では、商

品をかたどった手づくり

のジャンボPOPなど、

オリジナル販促物を駆

使し、高さのあるダイ

ナミックな陳列を展開。

迫力ある演出が高く評

価された。

　牧ヶ野店長は日頃か

らさまざまな陳列に取り

組んでいるが、今回の

手づくりPOPは体験学

習で受け入れている地

元高校生に手伝っても

らって制作した作品。

 「入口正面の催事スペースで大きく展開

し、とにかくボリューム感でお客さまを

“あっ”といわせたい、驚いていただきたい

という思いで、インパクトのある演出を心

がけています。熱心に作業をしてくれた高

校生のためにも、受賞できて本当によかっ

たです」（牧ヶ野店長）と言う。

　巨大な商品POPは想定以上に重みがあ

り、天井から吊り下げるにもひと苦労。陳

列は６時間あまりの時間をかけてようやく

完成した。そのかいあって「お客さまの反

応もよく、商品はよく回転しました。昨年

同時期と比較して日清シスコさんの商品

の販売実績は200%ほどに伸びています」

（牧ヶ野店長）と、販売実績も上々だった

と言う。

左から、株式会社永井商店 営業１部 牛丸博明氏、
株式会社駿河屋魚一 駿河屋古川店 店長 牧ヶ野芳男
氏（トマト店長）、日清シスコ株式会社 営業本部中部
支店 岡迫義治氏

家族で楽しむ
第４回 日清シスコのシリアルフェアー
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ディスプレイコンテスト効果は抜群
実績は200%にアップ

駿河屋 古川店
（岐阜県飛騨市）

「シスコーンBIG」「ごろっとグラノーラ」などの商品をかたどったジャンボPOPを制作。天井高をぎ
りぎりまで使い、迫力と立体感のある陳列を行った

手づくりのジャンボPOPなどを駆使して
オリジナル性と迫力満点の陳列を実現

駿河屋古川店

http://surugayafurukawaten.hida-ch.com/　牧ヶ野店長は、「もともと鮮魚店として

高山市で創業した当社は、品質や鮮度に

優れた商品を地域に提供することにこだ

わり、地域への感謝の気持ちで商売させ

ていただき、お客さま第一主義を実践す

ることを経営理念としています。飛騨市は

高山市とはまた違った地域性を持つ土地

柄ですが、出店から22年たって地域のお

客さまに受け入れていただき、ご愛顧いた

だけるようになりました」と言う。

　また地域に密着した店舗でありたいとい

う思いから、同店では店舗のブログを立ち

上げて情報発信を行い、フェイスブックな

駿河屋古川店ブログURL

グランプリへの挑戦のようすを
ブログやSNSで発信
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